
古
墳
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し

た
。
古
墳
の
基
礎
知
識
や
勘
介

山
古
墳
が
作
ら
れ
た
当
時
の
状
況

な
ど
、
熱
の
こ
も
っ
た
講
師
の
話

に
、
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

自
然
と
歴
史
の
両
面
か
ら
秋

津
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
す
る
恒

例
共
催
企
画
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

の
充
実
し
た
表
情
か
ら
、
今
年
も

確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
22
日
㈰
、
秋
津
公
民
館

と
飯
山
市
公
民
館
の
共
催
で
「
水

梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会
・
勘
介

山
古
墳
学
習
会
」
が
開
催
さ
れ
、

地
区
内
外
か
ら
35
名
を
超
え
る

多
く
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
同
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
、

水
梨
子
沢
遊
歩
道
に
若
干
残
雪

が
見
ら
れ
る
な
ど
、
冬
の
な
ご
り

も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は

連
日
の
気
温
上
昇
も
あ
っ
て
雪
は

見
る
影
も
な
く
、
当
日
も
汗
ば
む

陽
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
半
の
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会
で

は
、
講
師
の
清
水
岩
夫
さ
ん
に
よ

る
山
野
草
に
つ
い
て
の
詳
細
か
つ

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
解
説
に
笑
い
が

絶
え
ず
、
肝
心
の
カ
タ
ク
リ
も
例

年
に
比
べ
開
花
が
早
く
心
配
さ
れ

た
も
の
の
、
参
加
者
が
来
る
の
を

待
っ
て
い
て
く
れ
た
か
の
よ
う
に

薄
紫
色
の
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　

後
半
の
学
習
会
で
は
、
講
師

の
松
澤
芳
宏
さ
ん
か
ら
勘
介
山

広
が
り
、
役
割
も
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
が
、
ず
っ
と
前
か
ら
大

事
に
さ
れ
て
き
た
、
四
つ
の
「
た
」

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、

「
た
の
し
い
（
公
民
館
）」

「
た
め
に
な
る
…
」

「
た
す
け
あ
う
…
」

「
た
よ
り
に
な
る
…
」
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
の
努
力

に
よ
っ
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た

公
民
館
活
動
で
す
か
ら
、
そ
の

基
本
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ

か
ら
も
大
事
に
守
り
育
て
る
こ
と

に
、
微
力
な
が
ら 
尽
く
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆

様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
以
降
、
通
常
の
日
の
午
後

に
、
公
民
館
前
の
駐
車
場
が
車
で

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
日
が
何

日
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
都

度
、
何
か
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
と
思
っ
て
、
入
口
の
掲

示
板
を
見
て
み
ま
し
た
が
、
い
つ

も
の
よ
う
に
サ
ー
ク
ル
活
動
や
趣

味
の
会
が
入
っ
て
い
る
だ
け
で
し

た
。
そ
れ
で
も
駐
車
場
は
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
こ
れ
を
見
た
だ
け
で

も
、
日
頃
か
ら
多
く
の
方
々
が
公

民
館
に
お
い
て
様
々
な
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
多
く
の
方
に
利
用

さ
れ
て
い
る
公
民
館
で
は
、
飯
山

の
魅
力
を
活
か
し
た
「
ま
ち
づ
く

り
」
や
、
そ
の
た
め
の
「
絆
づ
く

り
」、「
ひ
と
づ
く
り
」
を
今
年
度

の
運
営
の
ね
ら
い
と
定
め
、
そ
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、
各
地

区
の
公
民
館
と
連
携
し
た
、
ふ
る

さ
と
の
魅
力
を
見
つ
め
直
す
学
習

会
の
開
催
や
、
女
性
が
よ
り
い
き

い
き
と
活
動
で
き
る
こ
と
を
願
っ

た
女
性
セ
ミ
ナ
ー
や
子
育
て
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
開
講
で
す
。

　

公
民
館
は
時
代
の
移
り
変
わ

り
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
範
囲
は

　

４
月
19
日
㈭
、
平
成
30
年
度

飯
山
市
公
民
館
長
・
主
事
合
同

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
本
年
４
月
１
日

付
け
に
て
、
再
任
、
新
任
さ
れ
た

公
民
館
長
へ
、
長
瀬
哲
飯
山
市
教

育
長
よ
り
辞
令
交
付
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
飯
山
市
地
区
公
民
館
長

会
正
副
会
長
の
選
出
も
行
わ
れ
、

会
長
に
飯
山
公
民
館
長
の
中
野
正

文
さ
ん
、
副
会
長
に
秋
津
公
民
館

長
の
清
水
基
良
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
飯
山
市
公
民
館
長
を
３

年
務
め
ら
れ
た
田
中
好
一
さ
ん
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
飯
山
市
公
民
館
の

運
営
方
針
や
、
各
公
民
館
の
事
業

実
績
と
計
画
の
報
告
、
公
民
館
運

営
協
議
会
の
事
業
予
定
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
地
区
も
公
民
館
事
業
へ
の

参
加
人
数
の
減
少
が
課
題
と
し
て

あ
げ
ら
れ
、
対
策
と
し
て
、
各
地

区
合
同
で
の
事
業
開
催
も
検
討
さ

れ
ま
し
た
。　

絨
毯
を
眺
め
る
。
今
ま
で
紅
葉
を

見
下
ろ
す
と
い
う
経
験
を
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
と
思
う
。

　

冬
の
風
雪
は
厳
し
く
も
、
そ
の

お
か
げ
で
眩
し
い
ば
か
り
の
雪
景

色
が
青
空
の
下
で
は
映
え
る
。

　

蕗
の
薹
（
ふ
き
の
と
う
）
が
芽

を
出
す
時
期
に
な
っ
た
。

　

夏
は
庭
先
を
飛
来
す
る
蛍
の
光

を
眺
め
な
が
ら
涼
風
と
静
寂
を
楽

し
む
。

　

秋
は
羽
広
大
橋
か
ら
紅
葉
の

　
一
昨
年
に
長
野
市
内
か
ら
飯
山

に
移
住
し
て
き
た
ば
か
り
の
新
参

者
で
も
、
こ
の
地
で
感
じ
る
美
し

き
四
季
と
素
晴
ら
し
き
隣
人
に
惹

か
れ
て
郷
土
愛
が
深
ま
る
。
今
ま

で
に
抱
い
た
こ
と
の
な
い
感
覚
で

あ
る
。
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た

方
々
の
想
い
は
殊
更
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、こ
の
地
を
残
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
人
へ
の
感
謝
も
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

私
の
人
生
も
ち
ょ
う
ど
半
世
紀

を
迎
え
た
。
こ
れ
か
ら
幾
度
の
春

秋
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
ろ
う
。

　

今
は
ま
だ
現
役
世
代
で
あ
り
、

職
務
に
追
わ
れ
る
だ
け
の
日
々
を

過
ご
し
て
い
る
。
し
か
し
、
せ
っ

か
く
風
光
明
媚
な
こ
の
地
に
辿
り

着
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

求
め
る
べ
き
は
富
や
名
声
で
は
あ

る
ま
い
。
い
つ
の
日
か
こ
こ
飯
山

で
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
み

な
が
ら
、
徒
然
な
る
ま
ま
に
日
暮

ら
し
硯
に
向
か
う
よ
う
な
生
活
を

求
め
た
い
。
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国選定の重要文化的景観の地、
小菅の里に伝わる神楽。小菅神
社に奉納される舞で、記録では
明治時代にはじまったとされ
る。近年では人口の減少なども
あり奉納が中断されていたが、
昨年夏の小菅神社例祭にあわせ
て復活奉納された。

飯山の文化財
小菅の太々神楽
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「
飯
山
の
四
季
」

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

羽
広
山
　
沓く

つ

か

け掛  

洋よ

う

す

け介

カタクリの群生が取り囲む遊歩道を歩く参加者たち

【
退
任
公
民
館
長
】

飯
山
市
公
民
館
長　

田
中　

好
一

【
再
任
地
区
公
民
館
長
】

飯
山
公
民
館
長　

中
野　

正
文

秋
津
公
民
館
長　

清
水　

基
良

柳
原
公
民
館
長　

清
水　

滿
亀
夫

岡
山
公
民
館
長　

井
澤　

清
一

【
筆
者
紹
介
】

 

岡
山
、
羽
広
山
が
大
好
き
な

沓
掛
さ
ん
（
50
）
は
公
民
館

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
さ

れ
て
田
舎
生
活
を
楽
し
ん
で

ま
す
。 

岡
山
広
報
部    

石
澤  

勝
彦  

秋
津
の
美
し
い
自
然
に
ふ
れ
、

悠
久
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る

蕗の薹が芽吹く、風光明媚な羽広山の風景

 

飯
山
市
公
民
館
長
　
小
林  

芳
裕

飯
山
市
公
民
館
長
就
任
に
あ
た
っ
て
飯
山
市
館
長
主
事
合
同
会
議

水
梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会

勘
介
山
古
墳
学
習
会

秋
津
公
民
館
＆
飯
山
市
公
民
館
共
催
事
業



し
た
ほ
う
が
い
い
と
こ
ろ
な
ど
、

プ
ロ
の
目
線
か
ら
の
意
見
は
厳
し

く
も
参
考
に
な
り
、
参
加
さ
れ
た

広
報
部
員
に
と
っ
て
有
意
義
な
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。　

　

４
月
20
日
㈮
、
飯
山
市
公
民

館
２
０
６
教
室
で
、
公
民
館
専
門

部
員
（
広
報
部
員
）
を
対
象
に
、

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
北
信
濃
新
聞
社
の
上

野
達
磨
さ
ん
で
す
。
広
報
の
作
り

方
に
つ
い
て
、
優
し
く
教
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
の
研
修
会
。
今

回
は
記
事
の
書
き
方
、
写
真
の

撮
り
方
な
ど
の
基
礎
的
な
こ
と
か

ら
、
製
作
に
役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
ま

で
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
中
で
は
、
事
前
に
各

地
区
、
集
落
公
民
館
か
ら
提
出

さ
れ
た
広
報
を
上
野
さ
ん
が
１
つ

ず
つ
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

良
い
と
こ
ろ
、
も
う
少
し
工
夫
を

外様公民館＆飯山市公民館共催事業

◆場所 桂池周辺   
◆集合  飯山市公民館　８時30 分　外様地区活性化センター９時
◆服装 長袖、長ズボン、長靴など（山に入る格好）
◆対象  小学1年生以上（1.2年生は要保護者同伴）
◆持ち物  タオル、飲み物、筆記用具、雨具など
◆申込期間  6月8日（金）まで
◆申込先   飯山市公民館　☎ 62-3342
 外様地区の方は外様公民館☎ 62-1029
◆ その他   参加にあたっては、保護者の承諾と責任でお申込をお願いします。

外様公民館との共催事業として、天然記念物黒岩山に生息するモリアオガエル、クロサンショウウオ、山野草の観察を
行います。

太田公民館＆飯山市公民館共催事業

信越トレイルを歩く
◆コース 野々海高原キャンプ場＝須川峠＝伏野峠　約６㎞
◆定員 25 名
◆移動方法 飯山市公民館からバスでスタート地点へ行きます。
◆参加費 2,500 円（ガイド料金等含）
◆持ち物 昼食、飲み物、タオル、軍手、山歩きできる服装
◆参加資格 小学４年生以上（小学生は保護者の同伴をお願いします）
◆申込期間 6 月 15日（金）まで　
◆申込先 飯山市公民館　☎ 62-3342　
 太田地区の方は太田公民館　☎ 65-4579

太田公民館との共催事業として、信越トレイルを歩きます。今回の区間は、信越トレイルセクション６の一部の野々海
高原キャンプ場～須川峠～伏野峠です。（今回はセクション６の約半分を歩きます）

6月24日（日）小雨決行
８：00～１５：00予定

6月16日（土）小雨決行
9：00～１2：00予定

いいやまビューポイントめぐり

「飯山の景色は素晴らしい！」市外からの観光客のみなさんは、口々にそう言います。でも「自分が住んでいる
地区の素晴らしい景色を教えてください。」と尋ねられたとき、すぐに言える方は何人いるでしょうか？
バスに乗って、一緒に飯山の素晴らしい景色を見に行きませんか？今回はふるさと館との共催で、飯山の「石仏」
を巡りながら歴史の学習をします！

◆場所 飯山市公民館集合
◆講師 長瀬　哲 氏（飯山市教育長）
◆定員 ３０名（定員になり次第締め切り）
◆持ち物 飲み物・歩きやすい服装など
◆申込期間 6月１５日（金）まで
◆申込先 飯山市公民館　☎ 62-3342
◆その他 申し込まれた方には再度ご案内は出しませんので、直接、飯山市
 公民館へご集合ください。

飯山市公民館＆飯山市ふるさと館共催事業

　

第
38
回
飯
山
市
民
芸
術
祭（
展

示
部
門
）
は
、
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
飯
山

市
芸
術
文
化
協
会
が
主
催
と
な

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰
に
は

展
示
部
門
が
、
飯
山
市
公
民
館
、

飯
山
市
美
術
館
を
会
場
に
開
催

さ
れ
24
団
体
、
１
９
０
名
の
皆
さ

ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
、
作
品
数
は
若
干
少

な
く
な
っ
た
も
の
の
、
来
場
者
は

６
３
０
名
と
前
年
を
上
回
り
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
大
勢
の
方

に
作
品
を
見
学
し
て
い
た
だ
く
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
開
催
さ
れ
た
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
市
内
音
楽
団
体
に

よ
る
合
唱
や
演
奏
も
行
わ
れ
、
美

し
い
音
楽
が
会
場
を
包
み
込
ん
で

お
り
、
作
品
に
見
入
る
人
、
音
楽

に
聞
き
入
る
人
と
様
々
な
楽
し
み

方
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

来
場
者
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
力

作
も
多
く
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
。」

「
作
品
の
出
来
栄
え
に
感
動
し

た
。」
な
ど
多
く
の
の
感
想
も
い

た
だ
き
、
芸
術
祭
は
大
成
功
の
内

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
運
営
に
当
た
り
、
多

く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「黒岩山」観察会
天然記念物

飯山市成人式協力員大募集！！
　平成 30年度飯山市成人式（8月 15 日開催予定）に先立ち、成人式該当
者（Ｈ 9.4.2 ～Ｈ 10.4.1 生）の皆さまの中より協力員を募集します。詳
しくは飯山市公民館☎ 62-3342 までお問い合わせください。お待ちして
おります。
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さ
ら
に
楽
し
く
、
読
み
や
す
い
広
報
を
目
指
し
て

広
報
部
員
研
修
会
開
催

第
38
回
飯
山
市
民
芸
術
祭

（
展
示
部
門
） 開
催

創
造
す
る
力
を

未
来
へ
!!

6月23日（土）小雨決行
8：00～15：00予定



◆場所 飯山市公民館料理実習室
◆定員 20 名（定員になり次第締め切り）
◆材料費  500 円
◆受講料  200 円
◆持ち物 エプロン、三角巾、持ち帰り用の入れ物、筆記用具
◆申込期間  6月４日（月）まで
◆申込先 飯山市公民館　☎ 62-3342

オーストラリアでポピュラーな食材であるカンガルー肉を使ったシチューと、ダンパー（オーストラリアのパン）を作っ
てオーストラリアの文化に触れてみませんか？

シャノンの
オーストラリア料理教室

ふるさと館は、郷土に関する写真やたくさんの資料から地域を学ぶ学習施
設です。パンフレットや書物だけでは実感でき
ないことも、実際に昔の道具に触れ体験するこ
とで理解を深めることができます。さまざまな
「体験メニュー」がありますので、学校や地域
の行事にぜひご活用ください。

体験内容：勾玉作り、火起こし体験、石臼・洗たく板体験、館内見学など

～集落サロン、小学校の親子レク、地区育成会行事、民宿の体験メニューにも～
ふるさと館でふるさと学習を！

オオルリシジミ観察会　参加者募集
オオルリシジミは環境省絶滅危惧Ⅰ類に選定された非常に希少なチョウです。本州では飯山を含め長野県の３地区にのみ生
息しています。里山をハイキングしながら、「幸せをよぶチョウ」とも呼ばれるオオルリシジミを探してみませんか？

時間 8時 30分～12時
集合場所 ふるさと館前集合（8時30分出発）
 （ふるさと館前からバスで会場近くの駐車場に
 移動、徒歩で観察地へ向かいます。）
参加費 無料
持ち物 雨具、筆記用具、山歩きに適した服装
募集人数 40名
申込先 ☎ 67-2030（飯山市ふるさと館）　
締切 6月8日（金）

「小菅の里及び小菅山の文化的景観」

石垣の積直し実践学習会
国の重要文化的景観の選定を受けた小菅の景観。その特徴のひとつ「石垣」について、将来に向け石垣の価値を守りなが
ら自らの手で貴重な景観を残していけるよう、崩れた石垣などの積直しを習得するための学習会を開催します。

時  間 午前9時～午後4時　
集合場所 小菅の講堂前
申 込 み 5月31日（木）までに飯山市ふるさと館へ　
参 加 料 無料（定員20名。なお、定員を超えた場合は
 地元住民を優先とします）
持 ち 物 昼食、飲み物、ゴム手袋か軍手、安全靴か長靴、
 作業のできる支度
そ の 他 参加はどちらか1回でも可
申込先 ☎ 67-2030（飯山市ふるさと館）　

インテリアデコナージュ講座
いいやま女性センター未来  くらしのセミナー

小さな生活用品のウエットティッシュケースや赤ちゃんのおしりふきケース、ティッシュケースなどを、好きなデザイ
ンの布やリボンで素敵にデコレーションしてみませんか。

◆場所 いいやま女性センター未来　創作室
◆講師 アトリエ  カネル　主宰　平塚 淳子　氏
◆対象者 市民及び市内にお勤めの方
◆定員 12名　(お一人様1回受講OK)
◆材料費 1回　2,000 円
◆受講料 1回　  200 円
◆持ち物 エプロン
◆募集期間 6月4日（月）～ 6月20日（水）
◆申込先 女性センター未来　☎ 62-0543

オーストラリアの文化に触れよう！！

期  日 第１回 6月9日（土）
 ◇小規模な崩れた石垣を人力で積み直す方法
 第2回 6月10日（日）
 ◇チェーンブロックを使って積み直す方法

期日 6月10日（日）

6月10日（日）
9：30～14：00予定

　7月6日（金）
　7月20日（金）
　7月31日（火）
　13：30 ～15：30
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■開館時間　
9時 ～18時（入館17:30まで）
■休  館  日　
毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）
■入  館  料　
一般200円（市内小中学生無料）
■お問合せ　☎ 67-2030

飯山市美術館では、4月18日より平成30年度前期コレクション展示として飯山市に縁のある作家18名の作品約
70点の作品を展示。2階ギャラリーでは、旧市民会館から美術館所蔵となった作品や、新たに仲間入りした作品な
ど多彩なラインナップで皆さまのお越しをお待ちしております。ぜひご覧下さい。

飯山市美術館からのお知らせ

飯山市美術館　☎62－1501



◇
飯
山
公
民
館
運
営
審
議
会 

　

４
月
14
日
㈯
7
時
30
分
か
ら

開
催
し
、
平
成
29
年
度
事
業･

決

算
報
告
、
平
成
30
年
度
事
業
計

画･

予
算
案
等
を
審
議
し
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
、
新
年
度
公
民
館

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◇
飯
山
人
権
政
策
推
進
協
議
会

総
会 

　
公
運
審
に
併
せ
18
時
５
分
か
ら

開
催
し
、
平
成
29
年
度
事
業
報

告
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
を

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
に
よ
る

飯
山
地
区
人
権
研
修
会
が
行
わ

　

午
前
９
時

　

飯
山
市
公
民
館
と
の
共
催
事

業
と
し
て
、
天
然
記
念
物
黒
岩
山

に
生
息
す
る
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、
ク

ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
山
野
草
の
観

察
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
今
後

チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
第
12
回
常
盤
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
（
申
込
受
付
中
）

　

大
人
か
ら
園
児
ま
で
、
誰
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
の
で
、
楽
し

く
走
り
ま
せ
ん
か
。

・
日
程　
５
月
27
日
㈰
午
前
８
時

30
分
〜

・
場
所　

常
盤
保
育
園
周
辺
特
設

コ
ー
ス　

・
問
合
先　

常
盤
公
民
館

☎
62
３
２
０
０

◇
常
盤
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
日
程　
６
月
17
日
㈰

・
場
所　

長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
・
飯
山
市
屋
内

運
動
場

・
申
込
先　

常
盤
公
民
館

☎
62
３
２
０
０

◇「
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
」参
加
者
募
集

　
５
月
16
日
㈬
よ
り
ラ
ン
ニ
ン
グ

教
室
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
参
加
者

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
毎

週
水
曜
日
の
午
後
６
時
30
分
に
戸

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、
泉
台
小
学
校

体
育
館
（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

【
雨
天
の
場
合
】ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は

中
止
と
し
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
男
女
混
合（
６
人
）で
開
催
し

ま
す
。

・
問
合
先　

柳
原
公
民
館

☎
62
５
５
６
２

◇
外
様
公
民
館
運
営
審
議
会

　
４
月
22
日
㈰
に
開
催
さ
れ
、
本

年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。「
元
気
で
楽
し

い
外
様
を
め
ざ
そ
う
」
の
合
言
葉

の
も
と
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行

い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
・
カ
タ
ク
リ
の
花
観
察
会

　

５
月
13
日
㈰
、
天
然
記
念
物

黒
岩
山
の
ギ
フ
チ
ョ
ウ
や
ヒ
メ
ギ

フ
チ
ョ
ウ
、
カ
タ
ク
リ
の
花
の
観

察
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

◇
第
23
回
外
様
公
民
館
長
杯
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
球
技
大
会

・
日
程　
５
月
27
日
㈰
午
後
１
時
〜

・
場
所　

長
峰
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

※
外
様
地
区
の
皆
様
に
は
、
詳
細

を
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
天
然
記
念
物
「
黒
岩
山
」
観

察
会
（
飯
山
市
公
民
館
共
催
）

・
日
程　
６
月
16
日
㈯

・
集
合
場
所　

飯
山
市
公
民
館　

午
前
８
時
30
分
、
外
様
公
民
館

ネ
ッ
ト
張
り
や
冬
囲
い
の
撤
去

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、久
し
ぶ
り
の
雨
模
様
と
な
り
、

二
十
余
名
の
運
営
委
員
メ
ン
バ
ー

は
合
羽
を
ま
と
い
、
手
分
け
を
し

て
雪
の
下
に
な
っ
て
い
た
ネ
ッ
ト

の
ご
み
を
取
り
、
道
具
を
使
っ
て

ポ
ー
ル
の
て
っ
ぺ
ん
付
近
の
フ
ッ

ク
に
ひ
っ
か
け
、
ひ
も
で
ネ
ッ
ト

と
ポ
ー
ル
を
縛
り
補
強
し
て
、
作

業
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
、
専
門
部
員
た

ち
が
、
地
区
内
の
史
跡
の
看
板
立

て
作
業
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

地
区
内
七
か
所
を
、「
こ
こ
は
天

正
何
年
某
氏
の
館
が
あ
っ
た
ん
だ

で
な
。」
と
思
い
を
は
せ
な
が
ら
杭

に
看
板
を
固
定
し
ま
し
た
。

◇
柳
原
地
区
球
技
大
会
開
催

・
日
程　
６
月
10
日
㈰
９
時
〜

・
場
所　

泉
台
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

れ
ま
し
た
。
内
容
は
、「
認
知
症

と
向
き
合
う
」
高
齢
化
が
進
み
認

知
症
が
増
加
す
る
昨
今
、
認
知
症

の
人
も
そ
の
周
囲
の
人
も
、
よ
り

良
く
生
き
て
い
け
る
よ
う
、
認
知

症
の
人
の
視
線
に
立
ち
理
解
を
深

め
る
ド
ラ
マ
教
材
で
の
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
実
際
の
対
処
方
法
な

ど
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者

か
ら
は
、「
大
変
わ
か
り
や
す
く
、

正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
。」
と
の
、感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
第
26
回
木
島
地
区
レ
デ
ィ
ー

ス
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

地
区
住
民
の
健
康
と
親
睦
を
図
る

た
め
、
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
日
程　
　
６
月
３
日
㈰

・
場
所　
　

木
島
小
体
育
館

・
問
合
先　

木
島
公
民
館

☎
62
０
５
５
５

◇
第
48
回
瑞
穂
地
区
球
技
大
会

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
３
種
目
で
の
開
催

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
大
勢
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
日
程　
６
月
３
日
㈰

・
問
合
先　

瑞
穂
公
民
館

☎
65
２
５
０
１

◇
瑞
穂
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

　
４
月
15
日
、
朝
６
時
か
ら
、
瑞

穂
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
小
雨
の
中

狩
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

・
日
程　

毎
週
水
曜
日
の
18
時
30

分
〜

・
場
所　

戸
狩
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
問
合
先　

太
田
公
民
館

☎
65
４
５
７
９

◇
太
田
地
区
球
技
大
会

・
日
程　
７
月
１
日
㈰

・
場
所　

戸
狩
小
学
校　

他

・
問
合
先　

太
田
公
民
館

☎
65
４
５
７
９

※
詳
細
は
集
落
館
長
会
議
・
チ
ラ

シ
で
お
伝
え
し
ま
す
。

◇
岡
山
公
民
館
運
営
審
議
会

　

４
月
21
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

が
承
認
さ
れ
、
公
民
館
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

井
澤
清
一
館
長
を
中
心
に
集
落

館
長
専
門
部
員
と
協
力
し
な
が

ら
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
事
業
を
取
り
入
れ
実
施
し

ま
す
の
で
多
く
の
皆
様
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
岡
山
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

毎
年
盛
り
上
が
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
！
今
年
も
皆
さ
ま
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

・
日
程
５
月
20
日
㈰
午
後

・  

場
所　
な
か
よ
し
公
園

・ 

申
込
先　

岡
山
公
民
館

☎
69
２
０
１
０
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太

田

岡

山

木

島

瑞

穂

常

盤

飯

山

2018７月21日（土）
飯山市文化交流館なちゅら
【開　演】 15：00（開場14：30）
【入場料】 前売2,000円（当日2,500円）全席自由
 学生は前売1,000円（当日1,500円）
【問合先】 飯山市文化交流館なちゅら
 〒389-2253 飯山市大字飯山1370-1
 TEL: 0269-67-0311
 Email：bunkakouryu@city.iiyama.nagano.jp
 http://iiyama-natura.jp/

外

様

柳

原
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　個性あふれる動物たちの日常を4コマ
漫画で描いた作品。鳥獣戯画を思わせる
動物たちがとにかく可愛らしい。
　漫画特有の表現（＝漫符）の解説もあ
り、漫画として楽しむことも、漫画をより
楽しむための知識を学ぶこともできる一
石二鳥な本。

ギ
ガ
タ
ウ
ン　

漫
符
図
譜　
　

こ
う
の 

史
代　

 

◇ 図書館カレンダー ◇
6/1 金

休館日（蔵書整理期間）
　　　5/30 ㈬～ 6/12 ㈫

2 土
3 日
4 月
5 火
6 水
7 木
8 金
9 土

10 日
11 月
12 火
13 水 移動図書館車①北原 ･常盤
14 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
15 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
16 土
17 日 10:30 ～ブックスタート
18 月 休館日
19 火
20 水 移動図書館車③温井 ･秋津
21 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
22 金 移動図書館車④太田 ･富倉
23 土
24 日 10:30 ～おはなしひろば
25 月 休館日
26 火
27 水 移動図書館車①北原 ･常盤
28 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
29 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
30 土

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】月曜（月曜が祝日の場合は
　　　　　　 翌平日）・年末年始・ほか

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

朝 日 新 聞 出 版

趣　
味
・
実　
用

LIN
E/Facebook/Tw

itter/Instagram

の
「
わ
か
ら
な
い!

」
を
ぜ
ん
ぶ
解
決
す
る
本

洋

泉

社

日
本
人
の
9
割
が
知
ら
な
い
遺
伝
の
真
実

安
藤 

寿
康

猫
は
た
め
ら
わ
ず
に
ノ
ン
と
言
う

ス
テ
フ
ァ
ン　
ガ
ル
ニ
エ

い
つ
も
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
人
の
気
持
ち
切
り
替
え
術

バ
ル
バ
ラ　
ベ
ル
ク
ハ
ン

絵
で
み
る
江
戸
の
人
物
事
典

善
養
寺 

ス
ス
ム

知
っ
て
お
き
た
い
電
子
マ
ネ
ー
と
仮
想
通
貨

三
菱
総
合
研
究
所

達
人
が
教
え
る
!
ハ
ナ
コ
の
資
産
運
用
術

松
井 

信
夫

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

山
本 
克
彦

実
例
図
解
5
日
で
わ
か
る
!
板
書

釼

持 

勉

家
の
中
の
す
ご
い
生
き
も
の
図
鑑

久
留
飛 
克
明

自
分
で
治
す
!
下
肢
静
脈
瘤

岩
井 

武
尚

「
大
人
の
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
」
の
た
め
の
片
づ
け
力

司
馬 

理
英
子

あ
の
ひ
と
が
が
ん
に
な
っ
た
ら

桜
井 

な
お
み

英
訳
付
き
ニ
ッ
ポ
ン
の
名
前
図
鑑 

日
本
建
築
・
生
活
道
具

山
本 

成
一
郎

な
ぜ
ぼ
く
が
新
国
立
競
技
場
を
つ
く
る
の
か

隈 

研

吾

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
と
眼
鏡
の
科
学

久
保
田 

慎

宇
宙
に
命
は
あ
る
の
か

小
野 

雅
裕

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｅ　
Ｄ
Ｏ
Ｇ

フ
ィ
ル　
ナ
イ
ト

は
じ
め
て
の
イ
タ
リ
ア
野
菜

藤
目 

幸
擴

お
し
ゃ
べ
り
な
銀
座

銀

座

百

点

美
女
は
天
下
の
回
り
も
の

林 

真
理
子

ご
機
嫌
な
習
慣

松
浦 

弥
太
郎

よ　
み　
も　
の

に
ゃ
ん

あ
さ
の 

あ
つ
こ

わ
た
し
、
定
時
で
帰
り
ま
す
。

朱
野 

帰
子

泣
き
か
た
を
わ
す
れ
て
い
た

落
合 

恵
子

2
セ
ン
チ
の
隙
間

笠
原 

正
雄

震
え
る
教
室

近
藤 

史
恵

祈
り
の
カ
ル
テ

知
念 

実
希
人

草
薙
の
剣

橋

本 

治

三
千
円
の
使
い
か
た

原
田 

ひ
香

向
こ
う
側
の
、
ヨ
ー
コ

真
梨 

幸
子

食
堂
メ
ッ
シ
タ

山
口 

恵
以
子

デ
ー
ト
ク
レ
ン
ジ
ン
グ

柚
木 

麻
子

郷　
　
　
土

苗
場
山
麓
植
物
民
俗
事
典

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会

文　
　
　
庫

大
江
戸
妖
怪
か
わ
ら
版　
１
〜
７

香
月 

日
輪

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

。
柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

　この期間は移動図書館車の巡回も休止となります。
　休館中の本の返却は返却ポストに入れてください。返却ポストは飯山市公民館側
からの通路部分と図書館正面玄関スロープ付近の２カ所にあります。
　ただし、ＤＶＤ・ＣＤ･ビデオについては、返却ポストですと破損の恐れがある
ため飯山市公民館へ返却してください。
　ご不便･ご迷惑をおかけしますが、間違った書棚に戻ってしまっている本を元の
場所に戻したり、行方不明になっている本の確認をすることにより快適に図書館を
ご利用いただくための作業です。どうぞご理解とご協力をお願い申し上げます。

  ４月のベストリーダ (2018.4.1 ～ 4.30）

１
おちゃめに 100歳 ! 寂聴さん 瀬尾 まなほ
奏弾室 仁木 英之

２

恨みっこなしの老後 橋田 壽賀子
いつもが消えた日 西條 奈加
素敵な日本人 東野 圭吾
日本の神様解剖図鑑 平藤 喜久子
恋のゴンドラ 東野 圭吾
　　　　　　　…外 13冊

携帯電話版

市立飯山図書館QRコード
図書館カレンダー、図書館からのお知らせ、ご利用状況、
貸出・予約ランキングなどの確認と、蔵書検索と資料の予約、
新刊・新着資料検索、パスワード変更などができます。　

スマートフォン版

　市立飯山図書館では、臨時図書館司書を募集し
ています。応募資格は司書資格を持つ 60歳未満
の方、人数は若干名です。
　詳細は、飯山市報 3月号（P27）に掲載して
あります。（ハローワーク飯山通知済）
　ご応募、お待ちしております。☎ 62-1118

図書館司書を募集中
私たちと一緒に働いてみませんか ! !

　
４
月
23
日
の
子
ど
も
読
書
の
日

に
併
せ
て
前
日
の
22
日
に
図
書
館

２
階｢

え
ほ
ん
の
へ
や｣

で｢

特

別
版
春
の
お
は
な
し
ひ
ろ
ば｣

を

開
催
し
ま
し
た
。

プ
レ
子
ど
も
読
書
の
日
特
別
版 

春
の
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
を
開
い
た
よ

　

今
回
は
、
国
際
交
流
員
の
シ
ャ

ノ
ン
さ
ん
が
特
別
参
加
で
、｢The 

Very H
ungry C

aterpillar｣

（
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
）
と

｢D
ear Zoo｣

（
ど
う
ぶ
つ
え
ん
の

お
じ
さ
ん
へ
）
の
２
冊
を
日
本
語

を
交
え
な
が
ら
英
語
で
読
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
シ
ャ
ノ
ン
さ
ん
が
手

ぶ
り
交
え
な
が
ら
楽
し
く
読
ん
で

く
れ
て
、
小
さ
い
子
ど
も
達
も
楽

し
そ
う
で
し
た
。

　

次
に
二
人
の
司
書
の
お
ね
え
さ

ん
が
大
型
絵
本
の「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」

と
紙
芝
居
「
ひ
も
か
と
お
も
っ
た

ら
」
の
読
み
聞
か
せ
と
、
た
の
し

い
手
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
館
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
い

か
が
で
し
た
か
?

　

｢

シ
ャ
ノ
ン
さ
ん
の
お
は
な
し

ひ
ろ
ば｣

は
５
月
27
日
と
６
月
24

日
の
第
４
日
曜
日
に
も
あ
り
ま

す
。
シ
ャ
ノ
ン
さ
ん
、
今
度
は
ど

      5月30日（水）～6月12日（火）までの14日間は、
　　　　   蔵書整理、点検作業のため休館します

　

図
書
館
で
は
、
ふ
る
さ
と
館
企

画
の
「
守
ろ
う
！
つ
な
ご
う
！
北

信
濃
の
生
き
物
た
ち
」
に
関
連
し

た
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、｢

県
歌
信
濃
の
国
制
定

50
周
年｣

に
関
連
し
た
資
料
も

集
め
ま
し
た
。
月
末
の
蔵
書
整
理

休
館
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

展
示
し
て
い
る
資
料
は
も
ち
ろ

ん
貸
出
可
能
で
す
。

ミ
ニ
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
ご
覧
く
だ
さ
い図書館入口に設置中

ん
な
本
を
読
ん
で
く
れ
る
か
な
？

楽
し
み
で
す
ね
。

　

市
立
図
書
館
で
は
毎
週
（
第

２
を
除
く
）
日
曜
日
の
午
前
10
時

30
分
か
ら
図
書
館
２
階
え
ほ
ん
の

へ
や
で
「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
読
み

聞
か
せ
に
よ
り
、
お
子
さ
ん
の
心

に
「
小
さ
な
本
の
大
き
な
せ
か
い
」

を
ぜ
ひ
育
て
て
く
だ
さ
い
。 ｢この本読んで｣、みんなー、たくさん読み

ましたか ?　おみくじは大吉 ?　小吉 ?

　

４
月
28
日
か
ら
５
月
６
日
ま

で
の
ゴ
ル
ー
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
中
、
当
館
で
は
開
館
以
来
初

め
て
の
祝
日
開
館
を
実
施
し
ま

し
た
。
常
連
さ
ん
を
は
じ
め
多

く
の
方
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
祝
日
開
館
を
は
じ

め
市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
は
長
野
県
が

す
す
め
て
い
る｢

信
州
ク
ー
ル
・

あ
っ
た
か
シ
ェ
ア
事
業
」
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

　

夏
は
涼
し
く
、
冬
は
暖
か
い

快
適
な
施
設
、
楽
し
く
一
日
中

利
用
で
き
る
図
書
館
に
ど
う
ぞ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

初
め
て
の
祝
日
開
館
を

　
　
　
　 

実
施
し
ま
し
た

　

今
回
、「
維
新
戦
史
録
」「
下
水

内
郡
制
史
」「
信
濃
名
勝
地
誌
」「
満

州
愛
国
信
濃
村
移
住
地
の
建
設
」

な
ど
10
数
点
を
市
内
の
方
か
ら
、

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重

な
資
料
で
す
の
で
大
切
に
所
蔵
し

て
い
き
ま
す
。
古
文
書
、
石
盤
な

ど
は
ふ
る
さ
と
館
と
協
力
し
て
保

存
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
出
身
の｢

田
井
安

曇｣

の
作
品
な
ど
の
資
料
を
市
外

の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
寄
贈
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
家
、
特
に
土
蔵･

物

置
の
整
理
な
ど
で
古
い
郷
土
資
料

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
図
書
館
へ
、

ぜ
ひ
、
ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

図
書
館
ま
つ
り
の
リ
サ
イ
ク
ル

資
料
ご
寄
贈
の
御
礼

　
引
き
続
き
郷
土
資
料
な
ど

　
　
　
寄
贈
を
お
願
い
し
ま
す

ご寄贈いただいた貴重な資料

市
に
提
供
い
た
だ
く
図
書
も
、
今

後
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
は

図
書
館
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。


